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奥胎内ダム建設中止を願う
石沢進

今年の中ノロ川・五十嵐川の洪水に見舞われて、ダムの

存在に疑問を感じた方々が多かったと思っている。大雨が

降っても洪水防止にダムの果たす役割がそれほど馳果的で

なかった、との印象を受けている。ダムを建設する場合に

は100年に一度起きるであろう洪水の対策として施工し

ているという。今年の豪雨はその100年に一皮の確立に

的中した年であったかもしれないが、洪水防止にダムのあ

り方を考えさせられる。ダム建設にあたっては、十分考慮

して、建設中のダムにも根本的な見直しが必要に思う。

中でも現在建設が進行中の奥胎内

ダムの中止をお願いしたい。「奥胎

内ダムを考える会」の詳細な調査か

ら「奥胎内ダムを建設しなくとも洪

水は防げる」との証拠の数々が指摘

されている。

奥胎内ダムは洪水防止を主な建設

の目的にしているが、ダムの効力が

疑問視されていることに加えて、建

設必要なしとの緒論になれば、当然

建設中でも再考する必要があろう。

更に奥胎内ダムは、全国でも例を

見ない「国内公園内」での着耳で奉

る。ダムの建設で水没する地域は、

ほとんど人手の加わっていない自然

のままの生態系が温存している地域

である。植物の分布上からも、この

地域を特色づける貿重な生態系が存

在するところでもある。

ダムは、その機能を保持する期間

が100年位である。特に崩壊の多

レナ奥胎内のダムは治水機能を果たす

期間が短いであろうと推定されてい

る。僅か108年以内で、何千年かに

わたって温存してきた古来からの貴

重な生態系がダム建設によって消失

してしまう。極端な言い方をすれば、

その貴重な生態系を無残に崩壊して

しまって、みじめな残骸だけが後世

の遺物になる。豊かな自然を後世に

絃承することが、新潟県の環境保全

の観点から目標であるはずなのに、それに逆行する行為以

外の何物でもない。

国立公園に位置づけちれている地域の開発には、匿とし

ても再考する必要があろう。国の関係省庁にも検討課題と

して取り上げ、地域の費重な生態系の保護に理解を求めた

い。

丑近、新潟日報と朝日新聞に掲載されたダムに関わる視

点と投書を以下に紹介する。

‾蓋
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（
奥
胎
内
ダ
ム
を
考
え
る
会
代
表
）

年
、
数
百
警
に
及
ぶ
「
水

画
」
が
県
か
ら
発
行
さ
れ

る
。
残
念
な
が
ら
、
一
般

は
入
手
で
き
ず
、
県
庁
一

情
報
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
す

県
内
各
河
川
の
危
険
個
所

ラ
ン
ク
に
分
類
表
示
さ
れ

る
。
県
管
理
河
川
だ
け
で

危
険
と
さ
れ
る
「
重
点
」

十
七
カ
所
、
総
延
長
五
十

。
、
次
の
A
ラ
ン
ク
が
四
百

十
一
カ
所
、
四
百
一
一
十
ニ
キ
。
、

番
目
の
B
で
千
百
九
十
一
力

、
千
三
百
七
キ
。
と
、
膨
大
な

改
修
区
間
が
存
在
す
る
。

回
の
蛮
護
堤
し
た
三

嵐
南
地
区
も
、
数
十
年
前

A
ラ
ン
ク
に
指
定
さ
れ
、

漏
水
実
績
あ
り
」
の
記
述
の

た
堤
防
で
あ
る
。
予
想
さ

危
険
の
項
目
に
は
「
欠
壊

」
と
記
さ
れ
、
今
回
の
水

ま
さ
に
予
想
通
り
の
結
果

え
る
。
全
国
五
位
の
土
木

投
入
さ
れ
な
が
ら
、
な
ぜ

な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
県
公

業
再
評
価
委
員
会
の
昨
年

い
る
よ
う
な
疑
問
を
感
じ

の
も
あ
る
。

年
前
に
一
度
、
再
評
価
さ

ほ
と
ん
ど
行
政
側
の
説
明

で
事
業
継
続
を
認
め
ら
れ

に
は
重
点
も
A
も
な
い
。

価
地
点
は
一
九
四
九
年
か

修
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
る
最
大
洪
水
の
流
量

根
拠
に
も
疑
問
が
あ
る
。

年
八
月
の
羽
越
水
害
時
、

川
は
破
堤
も
越
流
も
せ
ず

点
多
い
奥
胎
内
ダ
ム
継
続

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
毎

こ
と
な
が
ら
、
結
果
と
し

の
提
案
通
り
の
評
価
結
果

ん
で
い
る
。
中
に
は
胎
内

よ
う
に
「
地
元
の
改
修
促

声
が
強
く
」
の
記
述
が
見

た
り
、
山
奥
に
「
レ
ク
リ

シ
ョ
ン
都
市
公
園
」
が
巨

投
じ
て
整
備
さ
れ
て
い
た

安
全
よ
り
も
快
適
、
あ
る

地
元
の
政
治
力
が
優
先
さ

胎
内
ダ
ム
も
、
十
九
日
に

再
評
価
さ
れ
た
。
昨
年
か

員
会
の
一
般
公
開
を
求
め

た
が
許
可
さ
れ
ず
、
県
政

ク
ラ
ブ
の
み
傍
聴
可
能
と

た
。
審
議
中
、
委
員
会
の

意
義
に
疑
問
を
表
明
さ
れ

も
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が

た
事
業
継
続
と
な
っ
た
。

胎
内
ダ
ム
に
は
多
く
の
疑

あ
る
。
水
防
計
画
で
は
胎

は
土
石
流
に
よ
る
も
の
で

た
と
の
地
元
住
民
の
方
々

言
も
あ
る
。
危
険
地
域
の

は
既
に
安
全
地
帯
に
移
転

い
る
。
治
水
の
た
め
の
胎

ダ
ム
も
七
七
年
に
完
成
し

そ
の
後
、
一
定
量
放
流
に

洪
水
は
「
度
も
な
い
。

八
年
、
八
一
年
の
堤
防
欠

河
床
低
下
と
欠
陥
護
岸
に

も
の
で
既
に
改
修
は
終
わ

い
る
。
胎
内
川
ダ
ム
の
堆

、
洪
水
が
な
か
っ
た
の
に

の
三
割
増
だ
。
こ
ん
な
に

の
早
い
河
川
に
も
う
一
つ

ム
、
そ
れ
も
磐
梯
朝
日
国

園
第
一
種
指
定
区
域
内
に

と
は
無
謀
と
し
か
言
い
よ

な
い
。
計
画
以
上
に
砂
で

っ
た
ダ
ム
は
治
水
機
能
を

。
五
十
年
先
の
流
域
住
民

ム
災
害
に
脅
か
さ
れ
る
こ

な
る
の
だ
。

重
な
自
然
を
使
い
捨
て
に

将
来
の
流
域
住
民
の
生
命

険
に
さ
ら
し
、
県
民
す
べ

公
平
に
有
効
に
使
う
べ
き

を
無
駄
に
す
る
。
こ
の
よ

工
事
は
次
の
知
事
に
先
送

る
こ
と
な
く
、
平
山
知
事

任
で
中
止
し
て
い
た
だ
き

と
切
に
願
う
。

04年（平成16年）9月4日（土曜日）

堤
防
ぐ

大
切
」

　
　
新
潟
で
シ
ン
ポ

・
1
3
水
害
と
ダ
ム
問
題

い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

潟
の
治
水
を
考
え
る
」

日
、
新
潟
市
の
万
代
市

館
で
開
か
れ
た
。
報
告

っ
た
新
潟
大
工
学
部
の

孝
教
授
（
河
川
工
学
）

破
堤
を
防
ぐ
堤
防
整
備

要
性
を
強
調
し
た
。

ン
ポ
は
、
ダ
ム
建
設
に

す
る
市
民
団
体
「
奥
胎

ム
を
考
え
る
会
」
な
ど

催
し
た
。

熊
教
授
は
「
越
流
（
堤

水
が
乗
り
越
え
る
現

し
た
地
域
に
比
べ
、
破

た
地
域
の
被
筈
は
格
段

き
か
っ
た
」
と
し
た
上

堤
防
下
に
コ
ン
ク
リ
ー

を
設
置
す
る
運
続
地
中

法
な
ど
を
採
用
し
、
越

て
も
破
れ
な
い
堤
防
を

る
べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

た
水
源
開
発
問
題
全
国

会
の
嶋
津
暉
之
共
同
代

、
県
が
計
画
す
る
奥
胎

ム
に
つ
い
て
「
洪
水
時

ー
ク
流
量
を
必
要
以
上

積
も
っ
て
い
る
」
と
し

要
性
は
な
い
と
し
た
。
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今
夏
は
各
地
で
台
風
や
豪
雨

に
よ
る
災
害
が
相
次
い
だ
。
被

災
地
域
で
は
被
害
を
受
け
た
自

宅
の
修
繕
も
で
き
ず
に
過
ご
し

た
入
も
多
　
集
中
豪
雨
に
襲

わ
れ
た
新
潟
県
中
越
地
方
も
例

外
で
は
な
い
。
現
場
の
体
験
を

踏
ま
え
る
と
、
こ
の
災
害
は
天

災
に
人
災
が
加
わ
っ
た
面
が
あ

る
と
私
は
と
ら
え
て
い
る
。

　
私
が
住
む
三
条
市
を
貫
流
す

る
五
十
嵐
川
は
、
先
の
豪
雨
で

水
が
あ
ふ
れ
出
し
て
堤
の
底
を

さ
ら
い
、
市
街
地
を
「
泥
の

海
」
に
変
え
た
。
死
者
は
三
条

私
の
視
藷
点

市
だ
け
で
も
9
人
に
の
ぼ
り
、

家
屋
約
7
手
戸
が
浸
水
し
た
。

　
私
の
家
は
五
十
風
川
の
破
れ

た
堤
防
か
ら
約
3
0
0
摺
下
流

に
あ
る
。
水
位
は
床
上
1
4
0

弓
に
達
し
た
。
水
が
引
い
た
後

に
は
3
0
－
4
0
彗
も
の
泥
土
が
残

り
、
悪
臭
の
な
か
で
来
る
日
も

来
る
日
も
泥
と
の
格
闘
が
続
い

た
。
そ
の
後
は
、
ほ
こ
り
に
悩

◆
新
潟
豪
雨

ま
さ
れ
も
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
ぞ
　
う

　
こ
の
水
害
が
本
当
に
未
曽
有

の
豪
雨
に
よ
る
天
災
だ
け
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
人
災
も
加
わ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

念
に
っ
い
て
は
、
近
所
の
被
災

者
の
多
く
も
私
と
同
じ
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。

　
五
十
嵐
川
の
上
流
に
は
、
二

つ
の
ダ
ム
が
あ
る
。
総
貯
水
容

量
1
5
4
0
万
ノ
の
笠
堀
ダ
ム

（
6
5
年
完
成
）
と
同
2
1
1
0

万
ジ
の
大
谷
ダ
ム
（
騒
年
完

成
）
だ
。
大
谷
ダ
ム
が
築
か
れ

た
時
は
「
ダ
ム
が
二
つ
に
な
っ

た
か
ら
、
も
う
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

　
　
　
あ
ん
ど

だ
」
と
安
堵
し
合
っ
た
も
の

だ
。
こ
の
川
と
両
ダ
ム
は
新
潟

県
が
管
轄
し
て
い
る
。

　
7
月
1
3
日
早
朝
、
私
は
堤
防

近
く
で
濁
流
を
見
て
い
た
。
ダ

流
地
点
の
堤
防
が
決
壊
し
た
。

　
ア
メ
ダ
ス
の
観
測
に
よ
る

と
、
こ
の
日
、
三
条
市
内
の
降

雨
量
は
2
0
8
デ
、
1
時
間
あ

た
り
の
最
大
降
雨
量
は
5
1
、
、
ザ
だ

つ
た
。
記
録
的
な
豪
雨
で
あ
つ

た
こ
と
は
聞
違
い
な
い
。

　
国
土
交
通
省
の
防
災
情
報
提

供
セ
ン
タ
ー
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
「
（
ダ
ム
は
）
最
大
限
に

　、ﾋ
購

搭
^
霧
磁
翼
霧
嚢
簸
磁
雛
襲
い
賜
鐵
・
蒙
義

け
で
は
納
得
し
か
ね
る
。
雨
が

降
り
出
し
た
の
は
堤
防
決
壊
の

数
日
前
か
ら
だ
が
、
こ
の
間
の

雨
水
が
ダ
ム
に
ど
の
程
度
貯
水

さ
れ
て
い
た
の
か
、
五
十
嵐
川

は
ど
の
く
ら
い
の
水
量
ま
で
な

ら
氾
濫
し
な
い
の
か
。
ダ
ム
の

貯
水
、
放
流
は
適
切
だ
っ
た
か

ど
う
か
。
そ
れ
が
知
り
た
い
。

　
こ
の
川
は
以
前
か
ら
危
険
な

ダ
ム
の
管
理
は
適
正
だ
っ
た
か

ム
放
流
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン

を
聞
い
た
が
、
下
流
の
状
況
も

熟
知
し
た
う
え
で
の
放
流
で
、

堤
防
す
れ
す
れ
ま
で
水
位
が
上

が
っ
て
も
、
あ
ふ
れ
出
る
こ
と

は
な
い
と
、
さ
し
て
不
安
は
感

じ
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し

て
、
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
こ

と
を
知
り
、
私
は
小
学
校
に
避

難
し
た
。
そ
し
て
午
後
－
時

前
、
笠
堀
ダ
ム
か
ら
約
2
5
キ
。
下

機
能
を
発
揮
」
し
た
と
指
摘
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
笠
堀
ダ
ム

は
最
大
流
入
量
が
毎
秒
8
5
0

ジ
に
対
し
、
毎
秒
1
2
0
ジ
を

放
流
、
差
し
引
き
7
3
0
ノ
を

　
　
　
　
　
　
　
は
ん
ら
ん

貯
水
し
て
「
下
流
の
氾
濫
量
の

軽
減
に
寄
与
」
し
た
と
い
う
。

大
谷
ダ
ム
も
毎
秒
4
4
0
ジ
を

貯
水
し
、
氾
濫
量
の
軽
減
に
役

立
つ
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
説
明
だ

河
川
と
み
ら
れ
て
い
た
。
堤
の

幅
は
狭
く
、
基
底
部
分
は
ほ
と

ん
ど
補
強
さ
れ
て
い
な
い
。
信

濃
川
と
の
合
流
地
点
付
近
で
は

川
幅
が
狭
ま
り
、
堤
防
内
に
も

家
屋
が
並
ぶ
。
し
か
も
、
過
去

に
水
が
あ
ふ
れ
出
た
場
所
も
手

当
て
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

確
か
に
私
た
ち
は
上
流
の
ダ
ム

の
存
在
に
安
心
感
を
抱
い
て
は

い
た
が
、
い
ざ
水
害
を
経
験
し

て
み
る
と
、
河
川
の
管
理
が
十

分
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
の
思
い
は
消
え
な
い
。

　
本
当
に
、
ダ
ム
と
河
川
の
管

理
が
適
正
に
行
わ
れ
た
の
か
ど

う
か
。
さ
ら
に
、
河
川
改
修
を

今
後
ど
う
す
る
の
か
。
こ
う
し

た
疑
問
を
持
つ
地
元
住
民
は
各

地
に
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。

疑
問
に
答
え
る
た
め
、
災
害
時

に
は
少
な
く
と
も
ダ
ム
や
河
川

の
管
理
者
側
と
住
民
側
の
協
議

機
関
を
設
け
る
よ
う
な
制
度
を

つ
く
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
投
稿
規
定
　
1
3
0
0
字
程

度
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒

1
0
4
。
8
0
1
1
朝
日
新
聞

社
企
画
報
道
部
「
私
の
視
点
」

係
へ
。
電
子
メ
ー
ル
は
G
o
澤
①
口

◎
p
ロ
〇
四
げ
ド
o
o
ヨ
　
ニ
重
投

稿
、
採
否
の
問
い
合
わ
せ
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
本
社
電
子
メ

デ
ィ
ア
に
も
収
録
し
ま
す
。
原

稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

16
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報
2004年（平成16年）10月26日（火曜日）

水
害
防
げ
ず
治
水
ダ
ム
の
名
泣
く

日潟薪（日刊）

21

　
　
片
岡
喜
功
7
2
　
無
　
職

　
　
　
　
　
　
（
新
津
市
）

　
七
月
十
三
日
に
起
き
た
中
越

地
方
の
集
中
襲
雨
に
よ
る
被
害

額
は
昭
和
四
十
二
年
災
筈
に
劣

ら
な
い
被
害
額
で
あ
る
。
こ
の

被
災
地
の
全
体
像
と
被
災
に
い

た
る
原
因
に
つ
い
て
は
い
ま
だ

県
民
に
明
快
に
開
示
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
被
災
は
三
条
市
で
、
死
者
九

人
、
浸
水
家
屋
七
千
戸
。
中
之

島
町
も
ま
た
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
こ
れ
だ
け
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

そ
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
、
行

政
が
明
示
し
て
い
な
い
の
は
な

＝
＝
三
＝
＝
…
≡
＝
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
≡
；
≡
≡
…
≡
一
≡
≡
＝
≡
≡
＝
≡
闇
三
≡
＝
三
；
…
冒
≡
一
；
≡
＝
三
；
一
≡
；
＝
一
＝
■
≡
≡
三
≡
≡
需
齢
≡
≡
≡
曽
≡
＝
三
≡
一
＝
＝
三
≡
＝
＝
≡
茎
一
≡
＝
；
三
≡
≡
＝
≡
”
＝
≡
；
＝
三
≡
＝
二
門
≡
≡
＝
＝
≡
＝
＝
＝
一
≡
≡
匿

　匁・
幽望魁

塚
野
正
治
（
6
1
）
1
1
新
潟
市

（
無
職
）

　
五
十
嵐
川
と
刈
谷
田
川
の
破

堤
原
因
を
究
明
し
、
今
後
の
整

備
を
提
言
す
る
識
者
会
議
が
設

置
さ
れ
、
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
私
が
四
十
年
以
上
も

河
川
関
係
業
務
に
従
事
し
て
き

て
の
感
覚
的
な
意
見
で
あ
る
。

治
水
は
原
理
的
に
は
十
分
な
川

幅
の
確
保
だ
と
思
う
。
破
堤
の

根
本
原
因
は
、
河
道
の
掘
削
と

堤
防
の
か
さ
上
げ
で
対
応
し
て

き
た
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
そ

の
結
果
、
堤
防
決
壊
の
危
険
性

と
同
時
に
破
堤
し
た
場
合
の
被

害
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
な
っ

た
。　

か
さ
上
げ
し
た
堤
防
は
新
・

旧
堤
の
接
合
部
は
永
久
に
弱
点

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
。
信
濃
川
も
阿
賀
野
川

も
計
画
流
量
が
変
更
さ
れ
、
か

さ
上
げ
堤
防
部
が
多
い
の
で
不

安
で
あ
る
。

　
人
間
の
能
力
で
は
、
す
べ
て

の
河
川
で
破
堤
を
絶
対
さ
せ
な

い
こ
と
は
至
難
だ
と
思
う
。
全

河
川
に
破
堤
の
危
険
が
あ
り
、

特
に
中
小
河
川
は
大
き
い
。
私

は
岩
船
郡
の
荒
川
に
従
事
し
て

が
、
上
部
に
届
く
は
ず
は
な
か

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
せ
サ

　
富
山
県
の
川
で
ダ
ム
の
堆
積

土
砂
の
排
出
実
験
を
し
た
と
こ

ろ
、
河
口
部
の
冨
山
湾
に
ヘ
ド

ロ
が
堆
積
し
て
漁
業
に
被
害
を

ダ
ム
建
設
は
利
水
ダ
ム
に
限
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
ま
た
公
共
事
業
の
環
境
破
壊

は
、
知
恵
を
出
せ
は
損
失
額
を

算
出
で
き
る
と
思
う
。
逆
に
自

然
環
境
の
評
価
も
換
算
は
可
能

だ
と
思
っ
て
い
る
。
国
交
省
は

「
費
用
対
効
果
」
の
原
則
か
ら

破
堤
見
越
し
た
河
川
整
備
必
要

い
る
と
き
に
「
荒
川
は
も
う
い

い
か
ら
三
面
川
か
胎
内
川
に
整

備
の
重
点
を
移
す
べ
き
」
と
か

「
人
家
の
ご
く
少
な
い
渓
流
に

高
価
な
砂
防
ダ
ム
を
何
基
も
造

ら
な
い
で
、
宅
地
造
成
も
含
め

て
安
全
な
場
所
に
移
転
補
償
す

べ
き
で
、
土
石
流
が
あ
っ
て
も

被
害
が
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
」
と
職
場
で
発
言
し
て
い
た

与
え
た
が
、
国
交
省
は
「
年
間
算
出
し
た
く
な
い
の
だ
ろ
う
。

少
し
ず
つ
流
れ
て
い
る
土
砂
を
　
　
今
後
の
河
川
整
備
は
、
破
堤

ま
と
め
て
出
し
た
だ
け
で
、
総
し
て
も
被
害
を
最
小
限
と
す
る

量
は
自
然
の
場
合
と
変
わ
ら
な
方
法
が
重
要
だ
と
思
う
。
一
つ

い
の
で
賀
任
は
な
い
」
と
い
う
は
水
が
堤
防
を
越
え
て
も
破
堤

論
法
で
あ
っ
た
。
欧
米
で
は
ダ
し
な
い
堤
防
の
研
究
で
あ
る
。

ム
建
設
を
反
省
し
、
現
在
は
除
流
失
し
な
け
れ
ば
被
害
は
小
さ

去
し
て
い
る
。
大
規
模
ダ
ム
は
い
。
例
え
ば
堤
防
に
セ
メ
ン
ト

負
の
遺
産
と
し
て
将
来
に
残
る
や
薬
液
を
注
入
し
て
固
結
さ
せ

は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
今
後
の
数
時
間
は
耐
え
る
堤
防
が
で
き

な
い
か
と
思
う
。

　
も
う
一
つ
は
、
破
堤
し
て
も

比
較
的
被
害
が
軽
い
と
思
わ
れ

る
地
区
を
住
民
の
了
解
の
も
と

に
、
避
難
体
制
を
万
全
に
し
た

「
遊
水
地
」
の
指
定
で
あ
る
。

仮
に
三
十
年
確
率
で
浸
水
す
る

と
し
て
、
被
害
を
受
け
た
ら
家

屋
を
新
築
で
き
る
補
償
を
し
、

住
民
が
浸
水
を
歓
迎
で
き
る
ほ

ど
の
補
償
制
度
で
、
資
産
集
中

地
区
の
被
筈
を
防
止
す
る
対
策

の
検
討
も
必
要
だ
と
思
う
。

　
ま
た
ダ
ム
建
設
の
理
由
は
、

水
資
源
開
発
の
名
目
も
大
き
い

が
、先

着
順
で
は
な
く
、
①
上
水
道

②
工
業
用
水
③
農
業
用
水
1
と

優
先
順
位
を
付
け
れ
ぱ
深
刻
な

水
不
足
は
回
避
で
き
る
と
考
え

る
。

水
利
権
を
現
在
の
よ
う
な
る
掻
勝
量
計
画
が
破
た
ん
し
た

の
で
あ
る
。
県
は
、
破
た
ん
し

　　

@　

@　

@　

@　
@
　
　

た
治
水
ダ
ム
の
た
め
に
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協

多
額
の
税
金
を
投
入
す
る
と
い

う
。
治
水
ダ
ム
へ
の
疑
問
は
尽

き
な
い
。

ぜ
か
。

　
つ
ま
り
こ
の
た
び
の
水
害
は

百
パ
ー
セ
ン
ト
天
災
で
あ
っ
た

の
か
で
あ
る
。
被
災
住
民
は
も

と
よ
り
、
多
く
の
県
民
も
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

そ
う
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

そ
の
一
つ
、
避
難
勧
告
の
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

遅
れ
で
あ
る
。
二
は
、
人
災
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

因
は
治
水
ダ
ム
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　
こ
の
治
水
ダ
ム
は
本
来
百
年

に
一
回
起
こ
る
で
あ
ろ
う
大
洪

水
か
ら
県
民
を
守
る
た
め
に
巨

額
の
税
金
を
投
入
し
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
大
洪
水
か
ら
県
民
を
守
る
は

ず
の
治
水
ダ
ム
が
そ
の
機
能
を

果
た
さ
な
い
ぽ
か
り
か
、
人
災

の
疑
い
を
被
災
県
民
か
ら
持
た

れ
て
は
、
治
水
ダ
ム
の
名
が
泣

く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
七
月
十
三
日
の
集
中
豪
雨
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
破
堤
し
た
河
川
に
か
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

る
三
つ
の
治
水
ダ
ム
も
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
遺
症
を
残
し
た
。
ダ
ム
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

命
と
し
て
の
ダ
ム
の
底
に
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…




